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特長 
■ 1cm2（片面PCB）または0.5cm2（両面PCB）未満

のフル機能ソリューション

■ 低ノイズSilent Switcher®（サイレント・スイッチャ）
アーキテクチャ

■ 超低EMI放射

■ 超低RMS出力ノイズ（ 10Hz～ 100kHz）：
8µVRMS

■ ライン、負荷、温度に対する最大総合DC出力誤差：
±1.5%

■ 入力電圧範囲：3V～16V

■ 出力電圧範囲：0.3V～5.7V

■ 最大連続出力電流：8A

■ 調整と同期が可能：300kHz～3MHz

■ 電流モード制御、高速過渡応答

■ 強制連続モード機能

■ 電流分担による多相並列接続

■ プログラマブルなパワー・グッド

■ 6.25mm × 6.25mm × 5.07mm BGAパッケージ

アプリケーション
■ テレコム、ネットワーク、産業用機器

■ RF電源：PLL、VCO、ミキサー、LNA、PA

■ 低ノイズ計測器

■ 高速／高精度データ・コンバータ

概要 

LTM®4702は、6.25mm × 6.25mm × 5.07mmの小型BGA

パッケージに収容されたフル機能の 8A降圧 Silent 

Switcher® µModule®レギュレータです。パッケージには、
スイッチング・コントローラ、パワーMOSFET、インダ
クタ、およびサポート部品が含まれています。
LTM4702は、3V～16Vの入力電圧範囲で動作し、0.3V～
5.7Vの範囲の電圧を出力します。1つの抵抗で出力電圧
を設定でき、出力範囲全域でユニティ・ゲイン動作が可
能です。また、出力電圧とは無関係に実質的に一定の出
力ノイズを維持できます。設計を仕上げるのに必要なの
は、入出力のバルク・コンデンサのみです。

LTM4702は、ホット・ループ・バイパス・コンデンサ
を内蔵したSilent Switcherアーキテクチャを採用してお
り、低EMIと高効率を実現できます。また、超低ノイズ
のアーキテクチャを採用しており、出力ノイズは極めて
低い周波数（<100kHz）となっています。この低EMIお
よび低ノイズの特長から、LTM4702は、大電流アプリ
ケーションやノイズに敏感なアプリケーションに最適で
す。これは、同期スイッチング・レギュレータの高い効
率によるものです。

LTM4702は、RoHS準拠の端子仕上げで提供されます。 

本紙記載の登録商標および商標は、全て各社の所有に属します。 

標準的応用例

3V～16V入力、1V/8A出力 効率、VIN = 12V 

※こちらのデータシートには正誤表が付属しています。当該資料の最終ページ以降をご参照ください。 

https://www.analog.com/jp/products/LTM4702.html?doc=LTM4702.pdf
https://form.analog.com/Form_Pages/feedback/documentfeedback.aspx?doc=LTM4702.pdf&product=LTM4702&Rev=0&locale=jp
https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
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絶対最大定格 
（Note1、2） 

VIN、SVIN、RUN、PG .............................................. 18V 

SYNC、VOUT、VOSNS、SET、PGSET ........................ 6V 

PHMODE、COMPa、RT ........................................... 4V 

TSENSE
+～TSENSE

−（電流） ........................................ 5mA 

動作ジャンクション温度範囲 

Eグレード、Iグレード ............................ –40°～125°C 

保管温度範囲............................................ –55ºC～125ºC 

最高ハンダ・リフロー・ボディ温度 ..................... 250ºC 

 

ピン配置 

 

 

 

発注情報 

  製品マーキング   
温度範囲

（Note2参照） 製品番号 パッド／ボール仕上げ デバイス 仕上げコード パッケージ・タイプ MSLレーティング 

LTM4702EY#PBF SAC305（RoHS） 4702 e1 BGA 4 –40ºC～+125ºC 

LTM4702IY#PBF SAC305（RoHS） 4702 e1 BGA 4 –40ºC～+125ºC 
 

● 更に広い動作温度範囲仕様のデバイスについては、弊社または弊社代理店ま

でお問い合わせください。パッドまたはボールの仕上げコードはIPC/JEDEC 

J-STD-609によります。 

● 推奨されるLGAおよびBGA PCBのアセンブリおよび製造手順 

● LGAおよびBGAのパッケージ図面とトレイ図面 

  

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints.html
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電気的特性  

●は、仕様規定された内部動作ジャンクション温度範囲に適用される仕様を示します（Note 2）。それ以外の仕様は、代表的なア

プリケーションにおけるTA = 25ºC、VIN = 12Vでの値です（Note 5）。 

 

  

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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電気的特性 

●は、仕様規定された内部動作ジャンクション温度範囲に適用される仕様を示します（Note 2）。それ以外の仕様は、代表的なア

プリケーションにおけるTA = 25ºC、VIN = 12Vでの値です（Note 5）。 

Note 1：上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的

な損傷を与えることがあります。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置く

と、デバイスの信頼性と寿命に影響を与えることがあります。 

Note 2：LTM4702はTJ ≈ TAとなるようなパルス負荷条件下でテストされてい

ます。LTM4702Eは、0ºC～125ºCの内部動作温度範囲内で性能仕様を満たす

よう設計されています。–40ºC～125ºCの内部動作温度範囲全体における仕

様は、設計、特性評価、および統計的プロセス制御との相関付けによって裏

付けられています。LTM4702Iは-40℃～125℃の内部動作温度範囲全域で仕

様を満たすよう設計されています。なお、ここに示す仕様に見合った最大周

囲温度は、具体的な動作条件と、ボード・レイアウト、パッケージの熱抵抗

定格値、およびその他の環境条件の組み合わせによって決まります。 

Note 3：出荷テストは実施していません。 

Note 4：VOSNSがVOUTに直接接続されています。 

Note 5：電気的特性の表のテスト回路とテスト条件は、代表的なアプリケー

ションとは異なる場合があります。 

Note 6：SETピンの抵抗にコンデンサを追加すると、出力電圧ノイズが減少

します。このコンデンサの追加により、SETピンの抵抗の熱ノイズとリファ

レンス電流のノイズがバイパスされます。SETピンにバイパス・コンデンサ

を使用すると、スタートアップ時間が長くなることにもつながります。 

Note 7：他のVIN、VOUTおよびTAについては、出力電流ディレーティング曲線

を参照してください。 

Note 8：SVINは内蔵回路およびレギュレータに電流を供給します。ライン電

源、負荷、温度に対する最大全DC出力電圧誤差が±1.5%となるレギュレーシ

ョンを行うには、SVINを4Vより高くする必要があります。また、SETピンの

電流リファレンスに十分なヘッドルームを確保するには、SVINを目的のVOUT

より0.4V高くする必要があります。 

Note 9：スタートアップ時間は、RUNピンの立上がりがRUN閾値を超えてか

らVOUTが公称値の90%に達するまでに要する時間として定義されます。 

 

 

代表的な性能特性 

特に指定のない限り、TA = 25°C。 

効率と負荷の関係、VIN = 12V 

 

効率と負荷の関係、VIN = 5V 

 

効率と負荷の関係、VIN = 3.3V 

 

  

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的な性能特性

特に指定のない限り、TA = 25°C。 

 

電力損失と負荷の関係、VIN = 12V 

 

入力と負荷電流の関係、VIN = 12V 

 

ディレーティング曲線、VIN = 12V、

VOUT = 1V 

 

 

 

電力損失と負荷の関係、VIN = 5V 

 

入力と負荷電流の関係、VIN = 5V 

 

ディレーティング曲線、VIN = 12V、

VOUT = 1.5V 

 

 

 

電力損失と負荷の関係、VIN = 3.3V 

 

入力と負荷電流の関係、VIN = 3.3V 

 

ディレーティング曲線、VIN = 12V、

VOUT = 2.5V 

 

  

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的な性能特性

特に指定のない限り、TA = 25°C。 

 

ディレーティング曲線、VIN = 12V、

VOUT = 3.3V 

 

ディレーティング曲線、VIN = 5V、

VOUT = 1.5V 

 

 

 

ディレーティング曲線、VIN = 12V、

VOUT = 5V 

 

ディレーティング曲線、VIN = 5V、

VOUT = 2.5V 

 

 

 

ディレーティング曲線、VIN = 5V、

VOUT = 1V 

 

ディレーティング曲線、VIN = 5V、

VOUT = 3.3V 

積分RMS出力ノイズと負荷の関係（10Hz～100kHz） 

 

積分RMS出力ノイズと入力の関係（10Hz～100kHz） 

 

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的な性能特性

特に指定のない限り、TA = 25°C。 

 

ノイズ・スペクトル密度とCSETの関係 

 
 

高速スタートアップ回路有効時と無効

時のスタートアップ時間（大CSET） 

 

 

 

ノイズ・スペクトル密度と負荷の関係 

 
 

1V出力の過渡応答 

 

 

 

電源電圧リップル除去 

 
 

5V出力の過渡応答 

 

CISPR22クラスB放射 

 

 

 

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン機能 

µModule製品では、パッケージの行と列のラベル

表示が製品ごとに異なることがあります。各パッ

ケージのレイアウトをよく確認してください。 

 

SVIN（ピンA4）：信号のVIN。このピンはLTM4702の内
部回路およびレギュレータに電流を供給します。VIN以
外の別の電源に接続する場合は、このピンに1µFの局所
的なバイパス・コンデンサを接続してください。 

VOUT（バンク1および2）：電力出力ピン。これらのピ
ンとGNDピンの間に出力負荷を加えます。これらのピ
ンとGNDピンの間には、出力デカップリング・コンデ
ンサを直接接続することを推奨します。 

GND（バンク3およびピンG7）：入出力リターン用電
源グラウンド・ピン。 

VIN（バンク4）：電力入力ピン。これらのピンとGND

ピンの間に入力電圧を印加します。VINピンとGNDピン
の間には、入力デカップリング・コンデンサを直接接続
することを推奨します。 

TSENSE
+（ピンB1）：内蔵温度モニタの高電圧側ピン。

ダイオード接続された内部NPNトランジスタがTSENSE
+ピ

ンとTSENSE
–ピンの間に配置されています。アプリケーシ

ョン情報のセクションを参照してください。 

TSENSE
–（ピンB2）：内蔵温度モニタの低電圧側ピン。 

RUN（ピンC1）：実行制御入力。RUNを1.32V（代表
値）を超える電圧に接続することでチップを動作させる
ことができます。0.4V未満の電圧に接続するとデバイス
はシャットダウンします。 

COMPa（ピンC2）：内蔵エラー・アンプの出力。この
ピンの電圧はピーク・スイッチ電流を制御します。並列
動作させる場合は、COMPaピンを互いに接続してくだ
さい。内部補償を使用するためには、COMPbに接続し
ます。また、カスタマイズした補償を使用する場合は、
外部のRCネットワークに接続します。 

COMPb（ピンC3）：内部補償ネットワーク。大多数の
アプリケーションでは、COMPaに接続して内部補償を
使用します。 

RT（ピンD1）：このピンは、AGNDとの間に接続され
た外付け抵抗を使って発振周波数を設定します。 

AGND（ピンD2）：アナログ・グラウンド。SYNCピン、
RTピン、COMPピンのグラウンド・リターンです。 

INTVCC（ピンD3）：3.4V内部レギュレータのバイパ
ス・ピン。内部パワー・ドライバおよび制御回路には、
この電圧から給電されます。外部回路を使ってINTVCC

ピンに負荷をかけることはしないでください。このピン
はフロート状態にしてください。 

SET（ピンE1）：出力電圧の設定。このピンは、エラ
ー・アンプの非反転入力で、LTM4702のレギュレーシ
ョンの設定値となります。SETは、GNDとの間に接続さ
れた外付け抵抗を通じて100µAの高精度電流を供給しま
す。LTM4702の出力電圧はVSET = ISET • RSETによって決
まります。出力電圧範囲は0.3V～5.7Vです。SETとGND

の間にコンデンサを追加すると、ノイズは改善されます
が、スタートアップ時間が長くなります。最適な負荷レ
ギュレーションを実現するため、SETピンの抵抗のグラ
ウンド側を負荷に直接ケルビン接続します。 

PGSET（ピンE2）：パワー・グッド設定。PGSETが
540mVを超えるか465mV未満になると、PGピンはロー
に引き下げられます。VOUTとPGSETの間にプルアップ
抵抗を接続することで、式1に示すパワー・グッド閾値
を設定できます。 

 

また、アプリケーション情報のセクションで説明するよ
うに、PGSETを使用して高速スタートアップ回路を起
動することもできます。パワー・グッド状態が確保され、
かつ高速スタートアップ機能が不要な場合は、PGSET

ピンは外部の0.5Vに接続する必要があります。PGSETピ
ンはフロート状態にしないでください。 

PHMODE（ピンE3）：PHMODEピンは、CLKOUTピン
のクロック信号の位相シフトを設定します。180°の位
相シフトの場合はPHMODEをグラウンドに接続します。
また、120°の位相シフトの場合はフロート状態にし、
90°の位相シフトの場合はINTVCC（約3.4V）または3V

より高い外部電源に接続してハイ状態にします。 

VOSNS（ピンF1）：出力電圧の検出。このピンは、エラ
ー・アンプへの反転入力です。最適なトランジェント性
能と負荷レギュレーションを実現するため、VOSNSは出
力コンデンサと負荷に直接ケルビン接続します。また、
出力コンデンサのGND接続とSETピン・コンデンサの
GND接続を互いに直接接続します。 

  

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン機能 

PG（ピンF2）：出力パワー・グッド・インジケータ。
PGピンは内部コンパレータのオープンドレイン出力で
す。PGは、VOSNSピンが最終レギュレーション電圧の±
7.5%以内になるまでローのままです。フォルト状態に
はなりません。PGは、RUNが1V未満になった場合、
INTVCCが低くなりすぎた場合、SVINが低くなりすぎた
場合、あるいはサーマル・シャットダウンが発生した場
合もローになります。SVINが3Vより高い場合はPGが有
効です。 

SW（ピンF6）：LTM4702のスイッチング・ノード。こ
のピンはテスト専用です。外部回路を使ってSWピンに
負荷をかけることはしないでください。 

CLKOUT（ピンF7）：PolyPhase®動作用の出力クロッ
ク信号。CLKOUTピンは、スイッチング周波数の50%デ
ューティ・サイクル矩形波を出力します。LTM4702の
内部クロックに対するCLKOUTの位相は、PHMODEピ

ンの状態によって決まります。CLKOUTのピークtoピー
ク振幅はINTVCC～GNDです。CLKOUT機能を使わない
場合は、このピンをフロート状態にしてください。 

SYNC（ピンG6）：このピンを使用して、次の3種類の
動作モードを設定します。1)パルススキッピング・モー
ド。このピンをGNDに接続するとパルススキッピン
グ・モードが有効になり、軽負荷時の効率を向上させる
ことができます。2)強制連続モード（FCM）。このモー
ドでは、広い負荷範囲にわたって高速過渡応答が得られ
ると共に、全周波数範囲での動作が可能になります。こ
のピンをINTVCC（約3.4V）または3Vより高い電圧の外
部電源に接続してハイにします。このピンをフロート状
態のままにすると、デバイスはデフォルトでこのモード
で動作します。3)同期モード。クロック源を用いてこの
ピンを駆動すると、外部クロックに同期し、デバイスは
FCMモードになります。 

 

 

 

ブロック図 

  

https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html
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動作 

LTM4702は、スタンドアロンの非絶縁型スイッチング
DC/DC電源で、最大8Aの電流を供給できます。連続電
流は内部の動作温度に左右されます。このデバイスは、
1個の外付け抵抗を使用し、出力電圧を0.3V～5.7Vの間
で正確にレギュレーションすることが可能です。入力電
圧範囲は3V～16Vです。LTM4702が降圧レギュレータ
であることを考慮すると、入力電圧は目的の出力電圧と
負荷電流に対応できるだけの十分な高さである必要があ
ります。簡略化したブロック図を参照してください。 

LTM4702には、電流モード・コントローラ、パワー・
スイッチング・エレメント、パワー・インダクタ、適度
な容量の入出力コンデンサが内蔵されています。このデ
バイスは固定周波数PWMレギュレータです。スイッチ
ング周波数はRTピンとAGNDの間に抵抗を接続するだ
けで設定できます。 

内蔵レギュレータが制御回路に電力を供給しています。
すべての負荷に対する効率を改善するために、SVINピン
は、VINより低い電圧の独立した電源から給電できます。
RUNピンが0.4Vを下回ると、LTM4702はシャットダウ
ンされ、入力から流れ込む電流は50µAになります。
RUNピンが1.32V（代表値）を超えると、LTM4702はア
クティブになります。 

軽負荷状態で低出力リップルおよび高効率が必要なアプ
リケーションでは、SYNCピンをGNDに接続してパルス
スキッピング・モードを使用する必要があります。軽負
荷時には、内蔵の電流コンパレータが数サイクルの間作
動したままになり、上側MOSFETを数サイクルの間オフ
にしたままにするため、サイクルがスキップされます。
このモードではインダクタ電流は反転しません。 

低電流での効率より固定周波数の動作が重要なアプリケ
ーション、および出力リップルを最小限に抑える必要が
あるアプリケーションでは、強制連続モード（FCM）
動作を使用する必要があります。FCM動作は、SYNCピ
ンをINTVCCに接続することで有効化します。このモー
ドでは、低出力負荷の間、インダクタ電流を反転させる

ことができ、COMP電圧が終始電流コンパレータの閾値
を制御し、上側MOSFETは常に発振器のパルスごとにオ
ンになります。スタートアップ時にはFCMは無効にな
っており、LTM4702の出力電圧がレギュレーション状
態になるまでインダクタ電流が反転するのを防ぎます。 

LTM4702には高速スタートアップ回路があり、超低ノ
イズ・アプリケーション用に大きな値のSETピン・コン
デンサを用いながらもデバイスは短時間で起動できます。
詳細については、アプリケーション情報のセクションを
参照してください。 

LTM4702には、PGSETピンが465mV～540mVの範囲に
なった場合に作動するパワー・グッド・コンパレータが
内蔵されています。PG出力はオープンドレイン・トラ
ンジスタで、出力がレギュレーション状態にある場合は
オフになるため、外付け抵抗によってPGピンをハイに
プルアップできます。PG信号が有効になるのは、SVIN

が3Vより高い場合です。SVINが3Vを上回りRUNがロー
の場合は、PGはローのままとなります。 

LTM4702には、ジャンクション温度が高い場合にパワ
ー・スイッチングを行わないようにするサーマル・シャ
ットダウン機能が備わっています。この機能が有効とな
る閾値は、通常動作との干渉を避けるため125℃より高
い値となっています。そのため、サーマル・シャットダ
ウンが作動する状態で長時間または繰り返し動作すると
デバイスの信頼性を損なう可能性があります。 

複数のLTM4702を並列動作させると、より大きな電流
を生成することができます。また、COMPaピンと
CLKOUTピンを使用すれば、複数のLTM4702を異なる
位相で動作させ、必要な入出力コンデンサの数を減らす
ことができます。PHMODEピンは、様々なマルチフェ
ーズ・アプリケーションに合わせてCLKOUTの位相設
定を選択します。COMPaピンを使用すれば、高速過渡
応答に対応するようLTM4702のループ補償を最適化で
きます。 
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ほとんどのアプリケーションでは、設計プロセスは簡単
です。その概要を以下に示します。 

1. 表1を参照し、目的の入力範囲と出力電圧を満たす行
を見つけます。 

2. CIN、COUT、RSET、RTの推奨値を適用します。 

3. CSETを（SETとGNDの間に）適用します。 

これらの素子の組み合わせは適切な動作が実現できるよ
うテストされていますが、目的のシステムのライン電源、
負荷、環境などの条件に対し動作が適切であることをユ
ーザの責任において検証してください。最大出力電流は、
ジャンクション温度、入力と出力の電圧の大きさおよび
極性の関係、およびその他の要因によって制限されると
いう点に注意してください。詳細については、代表的な
性能特性のセクションのグラフを参照してください。 

LTM4702がスイッチングできる最大周波数（および付
随するRT値）は、表1の最大fSWの列に示されていますが、
所定の入力条件に対して最適な効率を実現する推奨周波
数（およびRT値）は、fSWの列に示されています。同期
機能を使用する場合は、これ以外にもいくつかの条件を
満たす必要があります。詳細については、同期のセクシ
ョンを参照してください。 

コンデンサの選択に関する考慮事項 

表1のCINとCOUTのコンデンサの値は、対応する動作条件
において推奨される最小値です。表1に示した値より小
さいコンデンサを採用することは、望ましくない動作の
原因となる可能性があるため、推奨しません。必要に応
じてこれより大きな値を使用することは一般的に可能で、

動的応答が向上する可能性があります。その場合でも、
目的のシステムのライン電源、負荷、環境などの条件に
対し動作が適切であることをユーザの責任において検証
してください。 

セラミック・コンデンサは小型、堅牢で、ESRが非常に
小さいコンデンサです。ただし、すべてのセラミック・
コンデンサが適しているわけではありません。X5Rタイ
プおよびX7Rタイプは温度と印加電圧に対し安定で、信
頼できる性能を持っています。Y5VやZ5Uなどのその他
のタイプでは、コンデンサの温度係数と電圧係数が非常
に大きくなっています。アプリケーション回路によって
は、これらのコンデンサの公称容量にわずかな誤差があ
るだけで、予想を超える大きな出力電圧リップルが発生
する原因となる可能性があります。 

セラミック・コンデンサには圧電効果もあります。パル
ススキッピング・モード時のLTM4702はより低い電流
制限値で動作するので、通常は非常に静かでノイズが気
になることはありませんが、許容できない場合は、出力
に高性能の電解コンデンサを使用してください。セラミ
ック・コンデンサと低コストの電解コンデンサを並列に
組み合わせることも可能です。 

セラミック・コンデンサに関する最後の注意点は、
LTM4702の最大入力電圧定格に関することです。セラ
ミック入力コンデンサにパターンまたはケーブルのイン
ダクタンスが組み合わさることにより、高いQ（不足減
衰）のタンク回路が構成されます。LTM4702回路が通
電状態の電源に接続された場合、入力電圧は公称値の2

倍に達し、デバイスの定格を超える可能性があります。
この状況は容易に回避可能です。ホットプラグにおける
安全性のセクションを参照してください。 

表1.推奨部品値と設定（TA = 25℃） 

 

*LTM4702はより低い入力電圧で動作できる場合もありますが、スイッチング・サイクルがスキップされる可能性があります。 

**バルク・コンデンサが必要です。  
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周波数の選択 

LTM4702は固定周波数のPWMアーキテクチャを採用し
ており、RTピンとグラウンドの間に抵抗を接続するこ
とによって、300kHz～3MHzの範囲でスイッチング周波
数を設定できます。表2に、RT抵抗値とそれによる周波
数を示します。 

表2.スイッチング周波数とRT値の関係 

 

動作周波数のトレードオフ 

入出力動作条件に対し、表2に示す最適なRT値を使用す
ることを推奨します。ただし、システム・レベルやその
他の考慮事項によっては別の動作周波数が必要となる場
合があります。LTM4702は広い範囲の動作周波数に対
応できる柔軟性を備えていますが、周波数を無計画に選
択すると、特定の動作条件やフォルト条件において好ま
しくない動作を示す原因となる可能性があります。周波
数が高すぎると、効率が低下したり過剰な熱が発生した
りすることがあります。また、出力が過負荷または短絡
回路となっている場合にはLTM4702が損傷する可能性
もあります。周波数が低すぎると、最終設計において出
力リップルが大きすぎたり、出力コンデンサが大きくな
りすぎたりする可能性があります。 

最大負荷 

LTM4702が駆動できる実用最大連続負荷は、定格では
8Aとなっていますが、実際には内部電流制限値と内部
温度の両方に依存します。内部電流制限値は、過負荷時
や短絡回路時にLTM4702の損傷を防ぐよう設計されて
います。LTM4702の内部温度は、周囲温度、供給電力、
システムのヒート・シンク能力などの動作条件によって
異なります。例えば、LTM4702が1Vでレギュレーショ
ンするよう構成されている場合、周囲温度が空気流なし
で73℃未満に制御されていれば、12VINから8Aの連続電
流を供給できます。代表的な性能特性のセクションの
12VIN、1VOUTのディレーティング曲線を参照してくださ
い。同様に、出力電圧が5V、周囲温度が85ºCの場合、
LTM4702が12VINから供給できるのはせいぜい5.5A程度
で、これは8Aの連続電流定格より小さい値です。 

負荷分担 

複数のLTM4702は並列化することでより大きな電流を
生成することができます。これを行うには、並列化する
すべての LTM4702 の VIN 、 VOUT 、 VOSNS 、 COMPa 、
COMPbピンを互いに接続します。複数のLTM4702で負
荷分担を行うように構成した例を標準的応用例のセクシ
ョンに示します（図11および図12）。 

CLKOUT信号を後続のLTM4702のSYNCピンに接続すれ
ば、システム全体の周波数と位相の両方を揃えることが
できます。PHMODEピンをGNDピンに接続すると、
LTM4702の内部クロックとCLKOUTの間には180ºの位
相差が生じます。これは2相動作に相当します。また、
INTVCCピンに接続した場合は位相差90ºで4相動作、フ
ロート状態のままにした場合は位相差120ºで3相動作に
なります。それぞれのLTM4702のPHMODEピンを異な
る電圧レベルにプログラムすることによって、合計12位
相を互いに位相の異なる状態で同時に並列動作させるこ
とができます。図1は4相アプリケーションの例で、4つ
のLTM4702を並列に接続して、1つの出力で最大32Aを
供給できるようにしています。FCMモードおよび同期
モードでは、すべてのデバイスが同じ周波数で動作しま
す。n個のユニット間で負荷が分担され1個のRSETが用い
られている場合は、抵抗の値は式2で与えられます。 
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図1. 4つのLTM4702デバイスの並列接続 

最小入力電圧 

LTM4702は降圧レギュレータであるため、出力をレギ
ュレーション状態に維持するには最低限のヘッドルーム
が必要です。適切な動作を維持するには、VINが3Vを上
回るようにしてください。SVINおよびVINが異なる電源
から給電される場合、INTVCC = 3.4Vを維持し最適なレ
ギュレーションを確保するために、SVINの電圧は4Vよ
り高い値になるようにしてください。電圧トランジェン
トやリップルの谷が原因でSVINが3V未満になると、
LTM4702がオフになる可能性があります。 

SETピン（バイパス）容量：ノイズ、過渡応答、ソフト 

スタート 

SETピンのバイパス・コンデンサを用いると、出力ノイ
ズを減らす他に、SETピンに加わる電圧スパイクの寄生
カップリングに対する感度を減らすこともできます。な
お、バイパス・コンデンサのリークにより、LTM4702

のDCレギュレーション性能は低下します。コンデンサ
のリークが100nAの場合でも0.1%のDC誤差が生じます。
そのため、高品質で低リークのセラミック・コンデンサ
を使用することを推奨します。 

また、SETピンのバイパス・コンデンサは、出力のソフ
トスタートと突入電流の制限にも使用できます。出力の
ソフトスタートは、入力電源の電流サージを防ぎます。
SETピンのコンデンサと抵抗の値により、リファレンス
電圧の立上がり時間が設定され、出力電圧はこの電圧に
追従します。SETピンの抵抗は、アプリケーションに必
要な出力電圧によって決まりますが、容量は、必要な立
上がり時間を実現するように選択できます。 

高速スタートアップを有効化していない場合は、SETピ
ンの抵抗とコンデンサで形成されるRC時定数によって
ソフトスタート時間が制御されます。PGSETピンを0.5V

に接続すると高速スタートアップを無効化できます。公
称VOUTの0%から90%に達するまでの上昇率は式3で与え
られます。 

 

高速スタートアップを有効化している場合は、式4で与
えられる公称VOUTの0%から90%に達するまでの立上がり
時間に従い、スタートアップ時間は大幅に短縮されます。 

 

ほとんどのアプリケーションでは、高速スタートアップ
が有効化されます。その場合、リファレンス電圧の過充
電を防ぐと共に良好なノイズ性能を確保するために、
SETコンデンサを1µF以上とするよう推奨します。 

ソフトスタートおよび電源投入シーケンス 

SETピン（バイパス）容量：ノイズ、過渡応答、ソフト
スタートのセクションで説明したように、ソフトスター
トは、SETピン電圧の制御された立上がり時間を通じて
行われます。ソフトスタートが確実に行われるのは、
VINとSVINが互いに接続されている場合です。 
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VINとSVINが異なる電源から給電されている場合、電源
投入シーケンスは、ソフトスタートが確実に行われるよ
う考慮しなくてはなりません。SETピン電圧は、VINが
印加されている場合、0Vから開始する必要があります。
ソフトスタートを確実に行うには、VIN、SVIN、RUNの
シーケンスにおいてVINが最後に給電されることのない
ようにします。例えば、VINに給電する前にSVINおよび
RUNに給電するようなケースは避けるべきです。VINに
電圧が印加された時点で、SETピンの電圧が0Vよりもあ
る程度高い電圧に上昇しており、LTM4702はソフトス
タートを正しく実行できません。 

高速スタートアップ 

低1/fノイズが（すなわち、100Hz未満の周波数で）要求
される超低ノイズのアプリケーションでは、22µFに達
する大容量のSETピン・コンデンサが必要となります。
これより大きな値のコンデンサも使用できますが、リー
クに関して注意が必要です。大きな値のコンデンサを用
いると、一般的にはレギュレータのスタートアップ時間
が大幅に増加しますが、LTM4702にはスタートアップ
時にSETピン電流を約2.7mAまで増加させる高速スター
トアップ回路が内蔵されています。 

スタートアップ時、2.7mAの電流源は、PGSETが465mV

のパワー・グッド閾値未満である限り、動作し続けます。
ただし、レギュレータがサーマル・シャットダウン状態
にある、SVINが低すぎる、INTVCCが低下しすぎている
場合を除きます。 

PGSETがパワー・グッド閾値をひとたび超えると、デ
バイスがパワー・ダウンするか、RUNピンがGNDに引
き下げられてデバイスがシャットダウン状態になるまで、
高速スタートアップ回路は無効のままとなります。 

スタートアップ時に2.7mAの電流源が無効化される条件
はもう1つあります。この条件の目的はVSETが過充電に
なるのを防ぐことです。デバイスでは、PGSETピンが
SETピンの電圧を正確に示していることを前提としてい
るため、VOSNSがVSETに厳格に追従するものとしていま
す。ただし、これが常に当てはまるとは限りません。例
えば、出力容量が非常に大きい場合、あるいは何らかの
理由で出力がGNDに短絡している場合です。そのため、
COMPaピンがその最大値まで上昇した場合（VSETが
VOSNSを大幅に上回った場合）も、常に高速充電が無効
化されます。これにより、VSETがその想定された値を超
えた場合でも2.7mAの電流源がオン状態を維持するとい
うような、不適切な動作をするのを防ぐことができます。 

つまり、リファレンス電圧の過充電となることなく高速
スタートアップを用いるには、最小SETコンデンサ条件
もあるということです。この場合、最大値まで上昇した
COMPaピン電圧によってデバイスに高速充電の停止が
伝達されるため、補償ネットワークに依存することにな
ります。 

リファレンス電圧の過充電を防ぐために推奨される最小
SET容量は式5で示されます。 

 

プログラマブルなパワー・グッド機能および高速スター
トアップ機能が不要な場合、PGSETピンは0.5Vに接続す
る必要があります。この0.5Vは、PGSET用の外部電圧リ
ファレンスとすることもできます。図9の回路にその例
を示します。 

連続強制モード 

LTM4702を強制連続モード（FCM）で動作させると、
広い負荷範囲にわたって高速過渡応答を得ることができ
ます。また、最大周波数での動作が可能です。FCMで
は発振器が連続的に動作し、正のSW遷移がクロックに
同期されます。軽負荷時や大きなトランジェント状態時
には、負のインダクタ電流が許容されます。FCMによ
り負荷ステップに対する過渡応答が改善されます（図2

参照）。軽負荷時にはFCM動作の方がパルススキッピ
ング動作より効率が低下しますが、スイッチング高調波
が信号帯域内に入らないようにする必要のあるアプリケ
ーションでは、FCMの方が適している場合があります。
出力に電流をシンクさせる必要がある場合はFCMを使
用してください。FCMを有効化するには、SYNCピンを
INTVCCまたは3Vより高い電圧に接続するか、フロート
状態にします。 

 

図2. 強制連続モード使用時と未使用時における0.1A～3.1Aの

負荷ステップに対する過渡応答
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VOUTが高すぎる場合（PGSETピンが540mVより高い電
圧に維持）、VIN過電圧状態（VINピンが18Vより高い電
圧に維持）になるとFCMは無効化されます。また、ス
タートアップ時には、VOUTの電圧がその最終値の92.5%

まで充電される（PGSETピンが465mVより高い電圧に
上昇したことが示される）まで、FCMは無効化されて
います。この2つの状態については、PGSETピンが適切
な抵抗により出力電圧に接続されていることが前提とな
ります。このような形でFCMが無効化された場合は、
負のインダクタ電流が許容されず、LTM4702はパルス
スキッピング・モードで動作します。 

パルススキッピング・モード 

強制連続モードで動作しない場合、LTM4702はパルス
スキッピング・モードで動作します。このモードでは負
のインダクタ電流は許容されません。また、パルススキ
ッピング・モードでは、LTM4702は、負荷が非常に軽
い場合に効率を向上させたり、非常に高いデューティ・
サイクル時にドロップアウトを改善させたりするために、
スイッチング・サイクルをスキップする場合もあります。
パルススキップ・モードを有効化するには、SYNCピン
をGNDに接続します。 

同期 

LTM4702の発振器を外部周波数に同期させるには、
SYNCピンに矩形波を接続します。この矩形波は、最小
オン時間と最小オフ時間が50nsで、振幅の谷が0.4V未満、
山が1.5Vを超える（最大6V）ものとする必要があります。 

LTM4702は強制連続モードで動作し、外部クロックに
同期しながらレギュレーションを維持します。
LTM4702は300kHz～3MHzの範囲で同期できます。RT抵
抗は、LTM4702のスイッチング周波数が最小同期入力
を約20%下回るように選ぶ必要があります。例えば、同
期信号が500kHz以上になる場合は、スイッチング周波
数が400kHzとなるようにRTを選択します。 

プログラマブルなパワー・グッド 

LTM4702では、OUTピンとPGSETピンの間に1つの抵抗
を接続することでプログラマブルなパワー・グッドが可
能です（式6）。 

 

PGSETピンの電圧が540mVより高くなるか465mV未満
になると、オープンドレインのPGピンがデアサートさ
れ、低インピーダンスになります。パワー・グッド・コ
ンパレータには5mVのヒステリシスがあります。抵抗の
値を決める際には、電気的特性の表より、PGSETピン
の電流（IPGSET）を考慮する必要があります。なお、プ
ログラマブルなパワー・グッド機能と高速スタートアッ
プ機能は、PGSETが0.5Vに接続されている場合、または
デバイスがシャットダウン状態にある場合は、無効化さ
れる点に注意してください。一般的なVOUT構成に対す
る1%RPGSET抵抗の値を表3に示します。 

表3. 推奨RPGSET抵抗値 

 

短絡保護と逆入力保護 

LTM4702への電力の入力がない場合でも出力が高い電
圧に維持されるシステムでは注意が必要です。このよう
な状態となる可能性があるのは、バッテリやその他の電
源がLTM4702の出力とダイオードOR接続されているバ
ッテリ充電アプリケーションやバッテリ・バックアッ
プ・システムです。VINピンをフロート状態にできる場
合に、（ロジック信号によって、あるいはVINに接続さ
れているために）RUNピンがハイに保持されていると、
LTM4702の内部回路には内部パワー・スイッチを通じ
て静止電流が流れます。システムがこの状態で数mAの
電流を許容できる場合は、このことが問題になることは
ありません。RUNピンが接地されていれば内部電流は
実質的にゼロに低下します。しかし、出力を高い値に保
持した状態でVINピンが接地されている場合は、出力か  
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https://www.analog.com/jp/products/ltm4702.html?doc=ltm4702.pdf
https://www.analog.com/jp/index.html


LTM4702  
 

  Rev. A 

16 詳細: www.analog.com  

 

 

アプリケーション情報

らVINピンを通って、LTM4702内部の寄生ダイオードに
大きな電流が流れる可能性があります。図3に示すよう
にVINピンとRUNピンを接続すれば、LTM4702は入力電
圧が加わっているときにのみ動作し、短絡入力や逆入力
に対して保護されます。 

 

 
図3. 逆入力保護 

温度モニタリング 

式7の標準的なダイオードの式で表される電流、電圧、
温度の関係により、ダイオードの絶対温度を測定するこ
とができます。 

 

ここで、IDはダイオード電流、VDはダイオード電圧、η
は理想係数（通常1.0に近い値）、IS（飽和電流）はプロ
セス依存パラメータです。式8からVTを計算できます。 

 

ここで、Tはダイオードのジャンクション温度（単位：
ケルビン）、qは電荷、kはボルツマン定数です。VTは
室温（298K）では約26mVで、ケルビン温度に比例して
増加します。ダイオードが温度センサーに適している理
由は、この直線的な温度依存性にあります。式8のISの
項は、ダイオード接合を通じて流れる電流をダイオード
の端子間電圧がゼロ・ボルトの場合にまで外挿した値で
す。このIS項は、プロセスによっても温度によっても異
なりますが、定義により常にIDよりは小さい値となりま
す。すべての定数を1つの項にまとめます（式9）。 

 

ここでKD = 8.26–5であり、IDは常にISより大きいので式10

のIn (ID/IS)は常に正の値となることがわかります。 

 

したがって、VDは温度と共に増加します。電流源により
バイアスされたシリコン・ダイオードは、約–2mV/ºCの
温度依存性を持つことが一般に知られています（図4）。
これは式と食い違っています。実際は、ISの項が温度と
共に増加するため、絶対値が低下し、約–2mV/ºCという
複合的なダイオード電圧勾配を生み出しています。 

 

図4.ダイオード電圧VDと温度の関係 

電圧と温度の直線的な関係を引き出すために、自然対数
項のIS変数を打ち消して式9のIS依存性をなくす必要があ
ります。これを行うには、2つの電流I1とI2でダイオード
電圧を測定します。ここで、I1 = 10 • I2で、減算を行う
ことで式11が得られます。 

 

共通項をまとめて自然対数部を簡素化すると式12が得ら
れます。 
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式13のように定数を再定義します。 

 

これにより式14が得られます。 

 

温度を求めるには式15を用います。 

 

ここで、 

300°K = 27°C 

は、10倍異なる2つの電流値で測定したダイオードの電
圧の差分をとると、その結果はジャンクション電圧が1

ケルビンあたり198μVとなり、0ケルビンでの切片はゼ
ロになることを意味します。 

TSENSE
+ピンとTSENSE

−ピンの間にダイオード接続された
NPNトランジスタを用いることで、LTM4702の内部温
度をモニタできます。 

ホットプラグにおける安全性 

セラミック・コンデンサには小型、堅牢、低インピーダ
ンスという特長があるため、LTM4702の入力バイパ
ス・コンデンサの有力な選択肢となります。ただしこの
ようなコンデンサは、LTM4702が通電状態の電源に接
続されている場合には問題を引き起こす可能性がありま
す（詳細についてアナログ・デバイセズのアプリケーシ
ョン・ノート88を参照してください）。低損失のセラミ
ック・コンデンサに電源と直列の浮遊インダクタンスが
組み合わさると、不足減衰のタンク回路が生じ、
LTM4702のVINピンが通常の入力電圧の2倍以上にまで上
昇し、LTM4702の定格を超えて損傷を与える可能性が
あります。入力電源の制御が良好でない場合や
LTM4702が通電状態の電源にホットプラグされる場合
は、このオーバーシュートを防止する入力ネットワーク
を設計する必要があります。これは、小型の抵抗をVIN

に直列に挿入することでも実現できますが、入力電圧オ
ーバーシュートを制御する最も一般的な方法は、電解バ
ルク・コンデンサをVIN回路に追加することです。この
コンデンサは等価直列抵抗が比較的高いため、回路を減
衰し電圧オーバーシュートを低減できます。コンデンサ

を追加すると低周波数のリップル・フィルタリング機能
が向上し、回路の効率も若干向上できます。ただし、回
路の中で最も大型の部品となる可能性があります。 

 

図5. 空気流なし、ヒート・シンクなしの場合の12VIN、1V/8A

出力時の熱画像 

熱に関する考慮事項 

高い周囲温度での動作が求められる場合は、LTM4702

の出力電流のディレーティングが必要になることもあり
ます。電流ディレーティングの量は、入力電圧、出力電
力、周囲温度によって異なります。代表的な性能特性の
セクションに示したディレーティング曲線をガイドとし
て使用できます。これらのグラフは、LTM4702を50cm2

の6層FR4プリント回路基板に実装して測定したもので
す。その他のサイズや層数の基板を使用すると、熱特性
が異なる可能性があります。そのため、目的のシステム
のライン電源、負荷、環境などの動作条件に対し、ユー
ザの責任において動作が適切であることを検証してくだ
さい。 

実際のアプリケーションに対する精度と忠実度を向上さ
せるため、多くの設計者はFEA（有限要素解析）を使用
して熱性能を予測しています。以下に、そのための4つ
の熱係数を示します。 

1. JA – ジャンクションから周辺への熱抵抗 

2. JCbot – ジャンクションから製品ケース底部までの熱
抵抗 

3. JCtop – ジャンクションから製品ケース上部までの熱
抵抗 
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これらはわかりやすい係数に思えるかもしれませんが、
JEDECでは混乱や矛盾を避けるためそれぞれの意味を定
義しています。これらの定義はJESD51-12に示されており、
以下のように引用もしくは言い換えることができます。 

1. JAは、1立方フィートの密封容器内で測定された、
自然対流下におけるジャンクションと周囲温度の間
の空気熱抵抗です。この環境は「静止空気」と呼ば
れることもありますが、実際には自然対流により空
気の動きが生じます。この値はデバイスをJESD51-9

定義のテスト基板にマウントして得られたものであ
り、実際のアプリケーションや現実的な動作条件を
反映したものではありません。 

2. JCbotは、デバイスの消費電力のすべてがパッケージ
底部まで流れる場合のジャンクションと基板の間の
熱抵抗です。代表的なµModuleレギュレータでは熱
の大半はパッケージ底部を通じて流出しますが、周
囲環境への熱放散も常に発生します。その結果、こ
の熱抵抗の値はパッケージの比較には有用な場合が
ありますが、テストの条件は一般にはユーザのアプ
リケーションに即したものとはなりません。 

3. JCtopは、デバイスの消費電力のほぼすべてがパッケ
ージ上部まで流れるものとして定められます。代表
的なµModuleの電気的接続はパッケージ底部で行わ
れるため、熱の大半がジャンクションからデバイス
上部まで流れるようなアプリケーションはまれです。
JCbotの場合のように、この値はパッケージの比較に
は有用な場合がありますが、テストの条件は一般に

はユーザのアプリケーションに即したものとはなり
ません。 

こうした定義を見ると、これらの熱係数のいずれも
µModuleレギュレータの実際の物理動作条件を反映して
いないことは明らかです。したがって、これらを個別に
使用して製品の熱性能を正確に予測することはできませ
ん。同様に、いずれか1つの係数を使用して製品データ
シートに記載されたジャンクション温度と負荷の関係を
示すグラフに関係づけることは不適切です。これらの係
数を用いる唯一の適切な方法は、熱抵抗のすべてを同時
に考慮するFEAなどの詳細な熱解析を実行することです。 

これらの熱抵抗を図6に視覚的に示します。パッケージ
側面から流れる熱など、一部の熱抵抗要素はJEDEC規格
では定義されておらず、図示されていません。青色で示
した抵抗はµModuleレギュレータ内部にあるもので、緑
色は外側にあるものです。 

LTM4702のダイ温度は、最大定格より低くなければな
りません。そのため、回路のレイアウト時においては、
LTM4702の良好なヒート・シンクが確保できるよう注
意を払う必要があります。LTM4702からの熱流の大部
分はパッケージ底部とパッドを通じてプリント回路基板
に流れます。したがって、プリント回路基板の設計に問
題があると過剰な熱が生じ、性能や信頼性の低下につな
がります。プリント回路基板設計の推奨事項については、
PCBレイアウトのセクションを参照してください。 

 

 

図6. 熱係数の概要を示す図、JESD51-12の用語を含む 
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PCBレイアウト 

PCBレイアウトに関する問題のほとんどは、LTM4702の
高レベルの集積によって緩和もしくは除去されています。
しかしながら、LTM4702はスイッチング電源であり、
EMIを最小化し適切な動作を確保するための注意が必要
です。集積レベルが高いとはいえ、無計画なレイアウト
や粗雑なレイアウトでは、仕様規定された動作を実現で
きない可能性があります。推奨レイアウトについては図
7を参照してください。グラウンディングやヒート・シ
ンクが許容可能なものであることを確認してください。 

留意すべきいくつかのルールを以下に示します。 

1. CSET、RSET、RTはそれぞれのピンのできるだけ近く
に配置します。 

2. CINコンデンサはLTM4702のVIN/SVINとGNDの接続部
のできるだけ近くに配置します。 

3. COUTコンデンサはLTM4702のVOUTとGNDの接続部の
できるだけ近くに配置します。 

4. CINコンデンサとCOUTコンデンサはそれらのグラウン
ド電流がLTM4702の直近または下を流れるように配
置します。 

5. すべてのGND接続部を最上層のできるだけ大きなベ
タ銅箔またはプレーン面に接続してください。外部
部品とLTM4702の間のグラウンド接続が断線しない
ようにしてください。 

6. ビアを使用してGND銅領域を基板の内部グランド・
プレーンに接続します。このようなGNDビアを多数
配置することにより、プリント回路基板の内層プレ
ーンとの良好なグラウンド接続および熱経路を実現
できます。図7のサーマル・ビアの位置と密集度に注
意を払ってください。LTM4702は、電力処理を行う
内蔵部品の近くにビアがあるため、その場所の内部
GNDプレーンに接続されたビアによるヒート・シン
クのメリットを生かすことができます。サーマル・
ビアの最適な数はプリント回路基板の設計に依存し
ます。例えば、非常に小さいビア・ホールを使用す
る基板もあります。その場合、大きなホールを使用
する基板よりも多くのサーマル・ビアを使用する必
要があります。 

 

 

図7. 推奨外部部品、GNDプレーン、サーマル・ビアを示したレイアウト（最上層）  
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標準的応用例 

 

図8. ソフトスタート、高速スタートアップ、およびパワー・グッド機能を備えた、1MHz、3V～16VIN、1V/8A出力 

 

 

 

図9. ソフトスタート、温度インジケータ、パワー・グッド機能を備えた、1.9MHz、7.5V～16VIN、5V/8A出力 
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標準的応用例 

 

 

図10. ソフトスタート、高速スタートアップ、パワー・グッド機能を備えた、2MHz、3V～16VIN、2相1V/16A出力 
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標準的応用例 

 
 

図11. ソフトスタート、高速スタートアップ、パワー・グッド機能を備えた、1.3MHz、4.5V～16VIN、3相3.3V/24A出力 
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標準的応用例 

 

 

図12. ソフトスタート、高速スタートアップ、パワー・グッド機能を備えた、1.8MHz、3.9V～16VIN、4相2.5V/32A出力 
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標準的応用例 

 

 

図13. 3個のLTM4702を使用したトランシーバーへの給電 
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パッケージの説明

µModule製品では、パッケージの行と列のラベル

表示が製品ごとに異なることがあります。各パッ

ケージのレイアウトをよく確認してください。 

 

 

表4. LTM4702のBGAピン配置 
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 アナログ・デバイセズ社は、提供する情報が正確で信頼できるものであることに万全を期していますが、その利用に関して、ある

いは利用によって生じる第三者の特許やその他の権利の侵害に関して一切の責任を負いません。仕様は予告なく変更される場合が

あります。アナログ・デバイセズ社の特許または特許の権利の使用を明示的または暗示的に許諾するものでもありません。 27 
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パッケージ写真 

製品マーキングはインク・マーキングまたはレーザ・マーキングです。 

 

 

設計リソース 

項目 説明 

µModuleの設計と製造リソース 設計： 

•選択ガイド 

•デモ・ボードとガーバー・ファイル 

•無償シミュレーション・ツール 

製造： 

•クイック・スタート・ガイド 

•PCBの設計、アセンブリ、製造のガイドライン 

•パッケージおよびボード・レベルの信頼性 

µModuleレギュレータ製品検索 1. パラメータごとに製品をソートし、結果をスプレッドシートとしてダウンロードします。 

2. Quick Power Searchパラメータ表を使って検索します。 

 

デジタルパワー・システム・マネ
ージメント 

アナログ・デバイセズのデジタル電源管理ICファミリは、電源モニタリング、監視、マージニング、シーケン
シングなどの必須機能と、ユーザ設定およびフォルト・ログ記録の保存のためのEEPROMを備えた、高度に

集積化されたソリューションです。 

 

関連製品 

製品番号 概要 注釈 

LTM8053 40V、3.5A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3.4V ≤ VIN ≤ 40V、0.97V ≤ VOUT ≤ 15V、6.25mm × 9mm × 3.32mm BGA 

LTM8065 40V、2.5A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3.4V ≤ VIN ≤ 40V、0.97V ≤ VOUT ≤ 18V、6.25mm × 6.25mm × 2.32mm BGA 

LTM8063 40V、2A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3.2V ≤ VIN ≤ 40V、0.8V ≤ VOUT ≤ 15V、4mm × 6.25mm × 2.22mm BGA 

LTM8074 40V、1.2A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3.2V ≤ VIN ≤ 40V、0.8V ≤ VOUT ≤ 12V、4mm × 4mm × 1.82mm BGA 

LTM8024 40V、デュアル3.5A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3V ≤ VIN ≤ 40V、0.8V ≤ VOUT ≤ 8V、9mm × 11.25mm × 3.32mm BGA 

LTM8078 40V、デュアル1.4A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3V ≤ VIN ≤ 40V、0.8V ≤ VOUT ≤ 10V、6.25mm × 6.25mm × 2.32mm BGA 

LTM8060 40V、クワッド3A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3V ≤ VIN ≤ 40V、0.8V ≤ VOUT ≤ 8V、11.9mm × 16mm × 3.32mm BGA 

LTM8051 40V、クワッド1.2A低EMIのSilent Switcher µModuleレギュレータ 3V ≤ VIN ≤ 40V、0.8V ≤ VOUT ≤ 8V、6.25mm × 11.25mm × 2.32mm BGA 

LTM8080 40VIN、デュアル500mAまたはシングル1Aの超低ノイズ、超高

PSRR µModuleレギュレータ 

3.5V ≤ VIN ≤ 40V、0V ≤ VOUT ≤ 8V、6.25mm × 9mm × 3.32mm BGA 

LTM4657 8A µModuleレギュレータ、LTM4638とピン互換 3.1V ≤ VIN ≤ 20V、0.5V ≤ VOUT ≤ 5.5V、 6.25mm × 6.25mm × 3.87mm BGA 

LTM4626 12A µModuleレギュレータ、LTM4638とピン互換 3.1V ≤ VIN ≤ 20V、0.6V ≤ VOUT ≤ 5.5V、6.25mm × 6.25mm × 3.87mm BGA 

LTM4638 15A µModuleレギュレータ、LTM4657/LTM4626とピン互換 3.1V ≤ VIN ≤ 20V、0.6V ≤ VOUT ≤ 5.5V、6.25mm × 6.25mm × 5.02mm BGA 
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 正誤表 
 

 

本    社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

 

 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2023 年 11 月 7 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを

記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

 

正誤表作成年月日： 2013 年 11 月 7 日 

製品名：LTM4702 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev. A 

訂正箇所： 

P.16 

英文データシートの Temperature Monitoring の左コラム下の部分で、The IS term in 

Equation 8 is と記述があります。このうち Equation 8 は間違いで、正しくは Equation 7

となります。 

 日本語データシートの当該部分は英語の原文に合わせて、式(8)と訳しておりますが、式

(7)と読み替えてください。 

 

P.17 

英文データシートの Thermal Consideration の下の部分で、To that end, below are the 

four thermal coefficients.と記述があります。このうち four は間違いで、下の 3 つの箇条

書き部分をご覧いただいてもわかるように、正しくは three となります。 

 日本語データシートの当該部分は英語の原文に合わせて、「4 つ」と訳しておりますが、

「3 つ」と読み替えてください。 

 

 


